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第 78 回沖縄県新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

議事概要 

日 時：令和３年２月４日(木)13：30～14：30 

        場 所：県庁６階 第１・２特別会議室      

○ 会議の概要 

＜報告事項＞ 

 県内における新型コロナウイルス感染症の感染者数や広がりの状況、医療提供体制等につい

て、それぞれ所管する本部員から報告があった。 

＜議題＞ 

 「緊急事態宣言の延長について」、その内容を協議した。 

 沖縄県緊急事態宣言を２月 28 日まで延長し、警戒レベルを第３段階に引き下げることを目

標に、引き続き、不要不急の外出の自粛を要請すること、全市町村の飲食店等に対して夜８

時までの営業時間短縮を要請すること、県外や離島との往来自粛を要請すること等を決定し

た。 

 

１ 参加者 

玉城 知事、謝花 副知事、富川 副知事、島袋 政策調整監、金城 知事公室長、池田 総務部長、

宮城 企画部長、松田 環境部長、 新木 県警警備二課長、大城 保健医療部長 

名渡山 子ども生活福祉部長、長嶺 農林水産部長、上原 土木建築部長、嘉数 商工労働部長、 

渡久地 文化観光スポーツ部長、伊川 会計管理者、金城 教育長、我那覇 病院事業局長、 

棚原 企業局長、真栄城 医療企画統括監、糸数 保健衛生統括監、国吉 八重山保健所長 

（ＴＶ会議システム参加）金城 宮古事務所長、宮里 宮古保健所長、 

 

２ 報告事項 

（１）沖縄県内における新型コロナウイルス感染症患者の発生等について 

 総括情報部から、新規陽性者及び療養者の状況について報告。【資料１】 

 昨日、60 人の新規感染者が確認された。 

 病院事業局から、県立病院に入院している患者の状況等について報告。 

 クラスター施設から患者を受け入れているが、隔離解除になっても元の施設に

戻れない出口問題が課題となっている。 

 宮古病院の入院患者数は 40 名。70 歳以上の入院患者が人工呼吸器の必要な状

況にあり、本日、沖縄本島の病院へ自衛隊のヘリで搬送予定。 

 宮古病院は、現在休止している一般外来診療を２月８日から再開する予定。 
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（２）米軍基地内における新型コロナウイルス感染症患者の発生等について 

 総括情報部から、米軍基地内で確認された新規感染者数について報告。【資料 2】 

 昨日、３名の新規感染者の報告があった。 

（３）沖縄県内及び全国の感染状況について【資料 3、3-1～3-8】 

 総括情報部から、警戒レベル判断指標の状況や各種分析資料について報告。 

 新規感染者数は減少傾向にあるが、病床占有率は 92.1%と依然として医療体制

がひっ迫した状況にある。 

 国の指標では、療養者数、病床占有率、重症者用病床占有率、新規感染者数で

ステージⅣ相当となっている。 

 直近 1 週間の人口 10 万人当たりの新規感染者数は 33.77 人で、東京都に次いで

全国で２番目に高い数値となっている。 

 社会福祉施設等でのクラスターの影響により、新規感染者に占める 60 歳以上の

割合が増加しており、重症化が懸念される。 

 中等症以上の感染者の状況は、１月 27 日に 208 名と過去最多を記録し、今週

(1/30-2/3)平均も 182 名と過去最多になっており、入院調整が困難な状況にな

ってきている。 

 医療機関の就業制限状況は、医師４名、看護師が 26 名、コメディカルが 23 名

となっている。 

（４）宿泊施設の運用状況について【資料 4】 

 配付資料のとおりであり、説明を省略した。 

（５）沖縄県人口変動状況について【資料 5】 

 配付資料のとおりであり、説明を省略した。 

（６）クラスターの発生状況について 

 総括情報部から、最近確認されたクラスターの状況等について報告 
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 医療機関や社会福祉施設におけるクラスター発生が続いている。 

（７）宮古・八重山地域の感染状況について【資料 6】 

 総括情報部から、宮古地域の状況について報告。 

 新規感染者数は減少傾向にあるが、医療体制はひっ迫した状況が続いている。 

 クラスター対策のため、厚生労働省（国立感染研究所）クラスター対策班、厚

生労働省 DMAT 事務局に支援いただいている。 

 医師・看護師について、県内の医療機関や介護施設、宮古島市、自衛隊、NPO

法人ジャパンハート等から人材派遣の支援をいただいている。 

 宮古保健所から、依然ひっ迫した状況にあるため、引き続き支援をお願いしたい旨

発言。 

 八重山保健所から、新規発生ゼロが５日間続き、療養者数も減少傾向にあることを

報告。 

（８）緊急事態宣言の取組状況等について【資料 7～7-5】 

 総括情報部から、外出自粛、営業時間短縮の要請の効果等について説明。 

 全市町村に対して営業時間短縮要請を夜 8 時までに拡大したことにより、飲食

関連の陽性者は大幅に減少しており、要請の効果が表れているが、宮古島市に

おいては増加が続いている。 

 繁華街エリア、商業エリア共に 12 月第１週と比較し約４割の人出が抑制されて

いる。 

 総括情報部から、県外関係移入例について説明。 

 県外での感染拡大に伴い、移入例は 64 名（1/5-1/11）に増加したが、緊急事態

宣言後９名（1/26-2/1）まで減少している。 

＜その他報告事項＞ 

 文化観光スポーツ部から、NAPP、TACO の週間実績及び RICCA の登録状況報告 

 那覇空港に「NAPP（Naha Airport PCRtest Project）」を設置し、緊急事態宣言
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が発令されている地域から渡航される方に対して、２月３日から PCR 検査を開

始。初日 40 件の検査を実施し陽性は０件であった。 

 １月 25 日から１月 31 日までに那覇空港のサーモグラフィー通過した人は

55,632 人で、発熱を感知した人はいない。 

 RICCA の登録について５万２千件まで増加。広報のため路線バス・モノレール

にて RICCA ポスターの掲示や RICCA のテレビ CM を実施中。 

 

３ 議題 

（１）緊急事態宣言の延長について【資料 8～10】 

 総括情報部から、緊急事態宣言の延長について説明。 

 県民への外出自粛要請、飲食店等への時短要請、及び県外との往来自粛要請の効

果は表れているものの、家庭や職場、社会福祉施設等への２次感染、３次感染が

広がっており、感染防止対策の継続が必要である。 

 病床確保状況について、１月 29 日以降、コロナ病床を 400 床以上に拡大している

が、入院患者数も増加しており、病床占有率はここ１週間 90％前後で推移してい

る。また、非コロナの一般病床利用率が 93.4%と引き続き高い水準で推移しており

引き続き警戒が必要である。   

 陽性者が発生した医療機関や社会福祉施設等におけるクラスターの未然防止、拡

大防止のための経過観察を実施する施設数は、12 月 31 日時点の 10 施設から 1 月

31 日時点には 34 施設に増加しており、施設への専門家派遣の件数も大幅に増加し

ている。 

 県の感染症対策専門家会議からは、緊急事態宣言発出以降の医療体制のひっ迫状

況には改善が見られないことから、緊急事態宣言の期間は延長すべき。また、会

食は主要な感染源であるため、現時点で対策を緩めた場合、再び感染拡大に繋が

ることが強く危惧されるとの意見があった。 
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 ８月の沖縄県緊急事態宣言時の状況分析に基づく推計から、医療のひっ迫状況を

改善するためには約３週間を要すると考える。 

 これらの状況を踏まえ、緊急事態宣言を２月 28 日まで延長し、警戒レベルを第３

段階に引き下げることを目標に、引き続き不要不急の外出自粛や営業時間短縮等

を要請することとする。 

 延長期間内であっても、早期に流行状況を改善することができれば、緊急事態宣

言を解除することとする。 

 総括情報部から、緊急事態宣言解除の考え方について説明。 

 基本的に警戒レベルを第３段階に引き下げた時点で緊急事態宣言を解除する。 

 警戒レベルの引き下げにあたっては、各判断指標の状況や、概ね第３段階の数値

であった昨年９月～11 月頃の状況を目安とするとともに、重症・中等症数、入院

患者数、新規感染者数も留意した上で、専門家等の意見を踏まえ総合的に判断す

る。 

 総括情報部から、感染拡大防止及び予防対策の強化について説明。 

 介護従事者や医療従事者向けの定期的な PCR 検査を２月中旬から実施する。 

 那覇空港 PCR 検査プロジェクト（NAPP）を２月３日から開始。 

 県民が安価で PCR 検査を受けられる体制の整備を２月中に実施する。 

 変異株に対する検査体制の整備を２月中に実施する。 

 ３月上旬に医療従事者向け、４月上旬に高齢者向けのワクチン接種を実施する。 

 総括情報部から、警戒レベル第４段階の沖縄県対処方針について説明 

 時短要請の延長、県外・離島との往来、施設に対する営業時間短縮の働きかけな

ど、緊急事態宣言延長に伴う実施内容の追加・修正等を実施する。 

（質疑応答） 

 緊急事態宣言の外出自粛の要請について、「心身のリフレッシュのための運動や散

歩」とあるが、「心身のリフレッシュや運動・散歩」と記載する必要があるとの意
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見があり、修文して緊急事態宣言の延長について決定した。 

 最後に、緊急事態宣言の延長について発表すること及び本会議後に経済対策関係団

体会議を開催することを確認した。 

 

 

 

４ その他報告 

 特になし 

 

５ 閉 会 

 沖縄県緊急事態宣言の延長について、本日、知事メッセージとして発信することを

確認し閉会とした。 

＜議題のまとめ＞ 

☆「緊急事態宣言の延長について」原案の文言を一部修正して決定し、発表するこ

とを確認。 

☆「警戒レベル第４段階の沖縄県対処方針」については、細部に修文が必要な箇所

があるため、総括情報部にて修正することを確認。 


